　第７２１号　ヤスクニ通信 ２０１５年２月８日
日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
＜祈りのために＞
「われわれは罪を犯し、悪を行い、よこしまなふるまいをなし、そむいて、あなたの戒めと、おきてを離れました」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ダニエル書９章５節）
教会の務めは、神の義を世界に明示することです。そのためイスラエルを神の義に従う民として選ばれました。イスラエルは神の裁きと同時に贖いの歴史でした。神の裁きは恩寵と和解がなければ成立しないために、神はキリストを裁いて神の義を明らかにされたのです。
ユダ王国が滅亡して、捕囚の民としてバビロンに移されたダニエルは、エレミヤの「エルサレムの荒廃の時が終わるまでに経ねばならない年の数は七十年」（ダニエル9章2節）の言葉に希望を託します。しかしその前にどうしてもすべきことがあるのです。神に背いた罪の告曰です。彼は「正義はあなたのものですが、恥はわれわれに加えられて、今日のような有様です」（同7節）、「主は何事をされるにも正しい。われわれはその御声に聞き従わなかった」（同14節）と、神の義が実行されたことをわが身に受け止めて、将来の回復に望みを託しました。
この罪の自覚を新約聖書が受け継いでいます。「あなたこそ生ける神の子キリスト」と告白した教会の指導者は、キリストが逮捕された時、三度主イエスを否定したペテロ自身の信仰の挫折の物語を、四つの福音書で明らかにしているからです。その罪を後代の教会に伝えたのは、神の裁きの前に立たなければ、神の恩寵とキリストの贖罪に与かれないとしたからです。
このペテロの裏切りの前に、主イエスの聖晩餐の執行がありました。ここから主の黙示を聴き取るのです。「あなたはつまずいて私を裏切っても、もうすでに私の体と血を私から受け取ったのだ」と。こうして神の恩寵から遣わされて、不従順の罪を自覚して痛むのです。
その後弟子たちは、ガリラヤ湖で死から復活された主イエスと出会います。そこでは、主が三度裏切ったペテロに三度、「わたしの子羊を養いなさい」(ヨハネ21章17節)と、キリストの教会の群れを養うことを命じられます。このことを、聖霊を受けたペテロは教会に宛てた手紙で語ります。「キリストは…わたしたちが罪に死に、義に生きるために、…わたしたちの罪をご自分の身に負われた。その傷によって、あなたがたはいやされた」(1ペテロ2章24節)。キリストを十字架につけたのは、ペテロと弟子たちの不従順の「わたしたちの罪」です。それをキリストは「わたしの罪」とされ、罪を罰することは真に正当であると真直ぐに認めて、自ら砕かれて、義なる神の栄光をほめ讃えたのです。私たちが罪に死に義に生きるために。
神の義を高らかに謳うことは、戒めに背く「わたしたちの罪」を表明することであり、教会の戦争責任を明らかにすることです。日本に戦争責任の意識が不足しているのは、教会の罪の自覚の不足が原因しております。教会が先頭に立って、この国とその人々の戦争責任の罪を引き出すべきです。神の義を知らない人々から、どうしてそれを見出すことが出来得ましょうか。ところが実際は、教会人よりも深刻に日本の戦争責任を考えている人々が多いのです。そうであったとしても、教会にしかできないものがあるのです。それは神の戒めから、教会と国家の罪を深く自覚することです。ここから、神の恩寵とキリストの贖罪がこの世界に働いておられることを指し示すことになるのです。神の義がこの世界を支配しておられるからです。
＜祈り＞「主よ、私たちがあなたのものであることをはっきりさせてください。ここから罪を悔い改める者にしてください」。（川越弘　大会靖国神社問題特別委員会委員　沖縄伝道所牧師）
「日本キリスト教会とヤスクニ問題」

藤井　和弘（南浦和教会牧師）

　先の大戦において亡くなった人々の死が、戦後日本の平和と発展とのかかわりで語られることがあります。例えば、昨年8月15日の全国戦没者追悼式式辞において、現首相は次のように述べています。「戦没者の皆様の、貴い犠牲の上に、いま、わたしたちが享受する平和と繁栄があります」。

このような言葉を耳にするたびに、私は言いようのない違和感をおぼえます。いわゆる「殉国」の行為を「平和と繁栄」に結びつける論理的な曖昧さもさることながら、それ以上に、人間の死というものに対してそのような意味づけをしてしまうことにどうしても躊躇をおぼえざるをえないからです。このことに関連して言えば、上述の言説とは反対の立場に位置すると思われる「戦争犠牲者の死が戦争の悲惨さや平和の貴さを教えてくれた」という主張も、人間の死に意味づけをするという点で言えば同一線上にあると言えるのではないかと思っています。
聖書に向かうとき、死というものが人間の論理や観察によっては汲み尽くすことのできないものであることにあらためて気づかされます。そのような中にあって、キリスト者は、もはやイエス・キリストの十字架というただ一つの「死」しか知りえない者にされています。このことは、言い換えるなら、イエス・キリストの死以外、私たちがいかなる死に対してもその意味を探ろうとしたり、また意味づけをすることから自由にされているということではないかと思います。主イエスご自身、地上においでになられたとき、いかなる人の死に対してもこれを意味づけるということをなさいませんでした。むしろ、死は神がご自身の栄光をあらわされるところであり、そのことを私たちも信じるようにお教えになられました。

　人間は、あらゆることに「意味」を求める存在です。生きることにおいても、死ぬことにおいても、そこに何らかの意味を求めようとします。何の意味も無いままに生き、また死ぬことに、人間は耐えられないからです。そのような中にあって、教会は、イエス・キリストにこそ自分たちの生と死のすべてをゆだねることを許されています。まことの主であるこのお方からいただく恵みの約束を望み見ながら生きるように招かれています。キリスト者も愛する者の死を悲しみます。それは、この世が与える何ものによっても埋めることのできない“未完の”悲しみです。しかし、まさにその悲しみは神のみが与えることのできる慰めへと開かれている“未完の”悲しみでもあることを、キリスト者は知る者にされています。

　世を去った人に対して抱く悲しみの思いは、人によってさまざまです。その死に「意味」を当てはめることは、多様な悲しみの思いを画一化することになり、さらには、まことの慰めへと至る道を隠すことにもなります。ここにも、ヤスクニ問題に対する私たちの宣教の課題があるように思います。
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靖国問題 Q and A
＜特定秘密保護法について＞

問い…特定秘密保護法が昨年12月10日に施行されました。何を秘密
にするのですか。また、誰が秘密を指定するのですか。
答え…特定秘密とは、①防衛②外交③スパイ防止④テロ対策に関す
る情報の中から指定されたものを秘密にするということで
す。実際には「その他の情報」「重要な情報」という曖昧な
言葉が挿入されているため、秘密にしようと思えば何でも秘密にできるようになっています。また秘密を指定することのできる人は、大臣、知事、市区長など行政のトップです。私たちは、秘密の内容は何か、なぜ秘密にすべきなのか、いつまで秘密なのか、知ることができません。また、秘密が指定解除されない限り、検証することもできません。
問い…特定秘密を、管理する人は誰ですか。
答え…特定秘密を管理する人は、適性評価により特定秘密を漏らす恐れがないと認められた職員等（国の行政機関の職員、契約業者の役職員または都道府県警察の職員）とあります。そこから次のような問題が生じてくると考えられます。秘密を取り扱うものを限定して管理する（人的管理）という名目があるため、公務員だけでなく、民間企業の関係者（配偶者、知人、友人）に関する情報を収集することが認められます。そうなると一方的に身辺調査をされかねない事態が生じてきます。

問い…罰則規定がありますが、何をすると処罰の対象となるのでしょうか。
答え…秘密の漏えい、秘密の入手、秘密の取得が処罰の対象となるとあります。しかし、例えば原発による汚染に関する情報公開を求めるとします、その際、場合によっては、テロ活動の防止やスパイ活動という観点から処罰の対象とすることもできるわけです。また、外国籍の友人と政治問題について語り合った場合、通信傍受に関するスパイ防止という理由で処罰の対象とされることが考えられます。

問い…国会で森雅子担当大臣の「一般人が処罰の対象となることはない」という答弁がありました。安倍晋三首相も、国民は関係ない、報道が抑圧される例があったら首相をやめるなどと、“安全神話”を振りまいていますが、この法律は一般人には関係ないのでしょうか。
答え…もし原発の情報を知りたいと思い、電力会社に連絡し、接触し、それが秘密を漏らすように働きかけた（教唆）として検挙・起訴された場合、この法律上では、国家公務員だけではなく、「秘密」を扱う会社の従業員、新聞記者、一般人、だれであっても、秘密教唆ということで処罰の対象になります。裁判では、何が秘密なのかは秘密ですから、なぜ起訴されるのかを私たちは知ることはできません。裁判官が、この法律を憲法違反であるから無効であるとしない限り、誰でも有罪となる可能性があります。
（栗田英昭　　大会靖国神社問題特別委員会委員）
＜ヤスクニ・ニュース＞

植村隆元朝日新聞記者が東京地裁に提起　１月９日

植村隆氏（56）は、1月9日、自らの記事を「捏造」と非難した週刊文春の報道をきっかけに、脅迫などの人権侵害を受けたとして提訴した。被告は、文藝春秋と西岡力（東京基督教大学）。損害賠償金額は1,650万円。植村は、朝日に「もと朝鮮人従軍慰安婦 戦後半世紀重い口開く」（1991年8月11日）、「かえらぬ青春 恨の人生」（同年12月25日）を執筆した。訴えた内容は、「週刊文春」「『慰安婦捏造朝日新聞記者』がお嬢様女子大教授に」（2014年2月6日）、「慰安婦火付け役朝日新聞記者はお嬢様女子大クビで北の大地へ」（同年8月21日）。西岡力の「正論」2014年10月号、「中央公論」2014年10月号、「週刊文春」2014年2月6日号等々。「彼らがこの記事を『誤報ではなく捏造』と決め付け、植村を『捏造記者』とすることは名誉毀損に当たり、不必要な転職先を記事にしたことは違法なプライバシーの侵害」とした。170人の弁護士が代理人。（J-CASTニュース、弁護士ドッドコムニュース）

終戦から70年、日吉地下壕から見た太平洋戦争「神奈川県立歴史博物館」展示開催
海軍部隊の中枢の旧日本海軍の連合艦隊司令部は、横浜市の日吉一帯の地域にあった。海軍はその校舎や宿舎などを利用し、地下に大規模な地下壕を掘削。戦時中は、ここから戦艦大和や沖縄出撃や神風特別攻撃隊などの太平洋戦争末期を象徴するような指令が出された。本展では、博物館と慶應義塾大学との協力で進めてきた調査成果を紹介すると共に、これらと関連のある戦艦大和や神風特攻隊などの ゆかりの品々も紹介。＊2015年1月31日（土）～3月22日（日）＊神奈川県立歴史博物館　045-201-0926　午前9時30分～午後5時。
辺野古（キャンプ・シュワブゲート前）座り込み200日

　新基地建設に伴うボーリン部調査の作業が進む中、22日、沖縄選出の国会議員や沖縄県会議員や市町村議員たちも市民と共に反対抗議の座り込みをした（120人）。稲嶺名護市長は「頑張らないといけない時期。絶対に諦めないという気持ちを日本中、世界中に知らせよう」と呼びかけた。全国からの抗議支援者も増加している。25日（日）午後、約７千人が国会を取り囲んで「沖縄の民意に従え」などの声を上げた。翁長雄志沖縄県知事は、沖縄防衛局に海上作業を中断することを要請する方向で検討に入り、「辺野古基地反対」の海外識者（代表ガバン・マコーマック）らは、知事の迅速な行動をするよう要求している。(沖縄タイムズ)
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20日にイスラム国による殺害を予告する映像が公開されてからは、各地の教会やクリスチャンの間で、後藤さんと湯川さんの無事を求める祈りの輪が広がっている。24日深夜、拘束されていた湯川遥菜（はるな）さんが殺害された可能性が伝えられた中、日曜日の25日、後藤さんが所属する教会で、牧師は礼拝の中で、イスラム国による邦人拘束事件について触れ、安否に関する正確な情報が得られない中、まだ存命しているのであれば早期に解放されるようにと祈った。「皆さんにもお祈りしていただきたい」と礼拝参加者にも祈りを要請し、また「この２人をどうぞ（お救いください）という以上に、こうしたことが起こらない平和な世界が早く訪れるように」と、世界の平和を求めた。(クリスチャントゥディ)
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